


　秋田県誕生150年にあたり、秋田県議会を代表して一言ごあいさつを申し上げます。
　廃藩置県により初めて秋田県の名称が使用された明治4年から、150年の歳月が過
ぎ去ろうとしております。この間、悲しむべき2度の世界大戦や、多くの自然災害が発
生しましたが、先人たちは熱意や努力、創意・工夫により、それを乗り越え、豊かで
人情味にあふれる「美の国秋田」を創り上げてくださいました。

　現在、本県では、新型コロナウイルスの感染拡大防止と社会経済活動の両立という、非常に難しいかじ
取りに加え、人口減少対策や産業の振興、健康寿命の延伸、災害に強い県土づくりなど、多くの課題を抱
えております。まさに秋田県の将来を大きく左右する、誠に難しい局面に立たされているといっても過言で
はありませんが、私たちは、この困難を乗り越え、次の50年、100年先の世代に、「美の国秋田」をしっかり
と引き継いでいかなければなりません。
　秋田県議会といたしましても、県民の皆様と共に手を携えながら、先人の英知や努力を模範として、課題
の克服に向け、惜しみない努力を尽くしてまいります。
　県民の皆様におかれましても、本日の「県の記念日」を通じて、一人一人が思いを新たにし、笑顔と活力
に満ちあふれるふるさと秋田の実現に向けて、引き続きご尽力賜りますようお願い申し上げ、ごあいさつと
いたします。

秋田県議会議長　柴　田　正　敏
　1871年の廃藩置県により秋田県が誕生し、本日8月29日に記念すべき150年を迎えました。
　誕生からこれまで長い年月を経る間、本県は、社会の変化に対応し、豊かな暮らしと産業
を築くとともに、鉱物資源や木材、食糧など多くの資源の供給を通じて日本の近代化に大き
く貢献してまいりました。
　一方で、悲惨な戦争や大きな災害なども経験しましたが、先人たちは、懸命な努力によっ

て幾多の困難を克服され、私たちにかけがえのない「ふるさと秋田」を引き継いでくれました。
　本県は、今日まで受け継がれてきた清らかな湧水や幽邃（ゆうすい）なる森林に加え、優れた歴史文化や全国に
広く知れわたる食文化、豊富な自然エネルギー資源、高度で多様な産業技術などを有しております。
　今、新型コロナウイルス感染症という未曾有の危機に直面しておりますが、このような有形無形の資源は、コロ
ナ禍を乗り越えた先の新しい秋田を築く上で大きな力になるものであり、時代のすう勢は「秋田の可能性」をいち
早く開花させようとしております。
　県民の皆様には、150年という節目の年を機に、郷土への理解と関心をさらに深められ、ふるさとへの愛着を一
層高めていただくことを期待しております。　
　今と未来をつなぐ「新時代への架け橋」を築くべく、あらゆる世代が未来に夢と希望を抱くことができる可能性
に満ちた秋田を、共に創り上げてまいりましょう。

可能性に満ちた秋田を、共につくろう
秋田県知事　佐　竹　敬　久

先人の英知を模範に、課題克服へ努力　「秋田県誕生150年」企画は、こ
の面から9面までの特集に加え、全
面広告や記事下広告として各面で
展開しており、それぞれに「秋田県
ひと口メモ」を掲載しています。9面
にはクイズを掲載しており、全問正
解者の中から抽選で10名様に「秋
田県ゆかりの商品」（約3000円相
当）をプレゼントします。クイズの答
えは各面の「秋田県ひと口メモ」に
ありますので、探してみてください。

クイズ問題と応募方法は
9面に掲載

企画・制作／秋田魁新報社 営業局
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　きょう8月29日は「県の記念日」。明治４
（1871）年の廃藩置県によって初めて「秋田
県」という名称が登場した日にちなみました。
今年は秋田県誕生から150年。「あきたの歩
み」を振り返りつつ、先人から受け継がれて
きた「あきたの誇り」について紹介します。
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